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今
日
、

吾
々
忙
與
べ
ら
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て
'ゐ
る
高
度
國
猶
國
家

嗡

赘

.
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題
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.

於

_

說

_

働

占
勞

働
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篇
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'
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去
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そ

れ
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し

て

相

當

に
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る
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のV

や
ぅ
に
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澄

れ
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そ
し
、て
.、

の
こ
と
が
、
霞
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蒙
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H

り
で
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る
が
、
こ
の
だ
め
に
は
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れ
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1

と
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る
；
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ら
な
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周
知
の
や
，う
に
、
社
會
政
策
に
關
レ
で
ぼ
、
從
來
色

‘々

な
、見
解
が
存
し
て
ゐ
た
。
そ
し
プ
こ̂

や

う

な

狀

態

が

、

今

日

徇

深

.戦

然

と

.， 

し
て
、
吾
が
，學
會
，に
存
し
て̂
:

る̂

と
が
、
右
の
三
づ
の
荞
作
を
見
一
る
%:

の
に̂

し
て̂

、
ま
た
明
睽
に
示
さ
れ
，'る
と
こ
ろ
で
あ
る
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卽
ち
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先
づ
簡
単
に
そ
れ
等
の
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濟
の
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微
會
指
摘
す
れ
ば
ハ
凡
そ
次
ぎ

の

如
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み
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氐
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撤
會
芷
蓊
*
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會
的
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ム
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觀
念
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題
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の
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把
の
意
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纪
求
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れ
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。

こ
れ
に
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し
て
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分
配
的
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主
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せ
ら
れ
た
森
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贤
は
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暸
社
會
政
策̂

所
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働
政
策
化
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％
ら
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政
策
め
プ
重
點
が
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配
政
策
加
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生
南
政
策
へ
轉
够
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る
に
至
つ
た
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し
と
を
承
認
せ
ら
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も
。
で
の
二
つ
の
見
解
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對
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の
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せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、“
新
^

'

い
社
會
政
衆
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熟
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迷
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。
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.
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れ
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茶
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ら
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岡
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奴
石
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雅
ぼ̂
^
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'

す̂

も
の
ゼ
も
な
で
社
會
政
策
は
資
本
め
利
益
扒
ら
超
越
し
だ
膨
會
金
體
、
國
家
の
立
場
^
^
觀
た
社
會
的
公
'平
，の
，觀
谂
に
_

す
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す
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篇
ふ
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依
ル
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マ
ル
キ
ス
>
,
の
謂
ふ
階
級
鬪
爭 

の
存
往
を
S

す
4

も

g

で
は
な
い
' 

が
、'
階
級
間
の
利
益
の
對
立
、
㈣

罾
の
：|

調
&:

が
存
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
^
^
と
さ
れ
が
居 

り
、
從
つ
て
こ
.

の
利
害
の
對
立
に
於
い
て
、
兎
角
不
刹
な
る
狀
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ら̂

^

。
と
こ
.

ろ
で
こ
の
先
き
、
•氏
は
今
日 

の
間
題
鐘
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述
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ら
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述
べ
て
，居
ら
れ
る
o

;

即
ち
、「

菊
蓝
'

氣

同

體
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％
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問
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れ
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、
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れ
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.
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す
る
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總
犠
牲
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思
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な
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に
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想
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等
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義
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檢

討

し

て

見

ら

れ

.
る
こ 

と
も
必
，要
で
あ
る
。
，更
ら
に
實
際
對
策
は
：素
よ
り
*

理
論
的
に
4

氏
の
理
解
が
果
し
て
正
し
い
.
.が
.

ど
'

う
か
、
こ
の
點
に
就
い
て
は
、
へ
河
ノ 

掛
博
士
は
明
確
、に
氏
め
や
ヶ
な
見
解
を
否
定
し
て
居
ら
れ
る
,0
,

こ
：の|
や
う
に
見
て
來
れ
ば
*

何
人
も̂

に
：對

し

て

、
：
氏
の
.'金
體
主
義
に
へ 

對
す
る
现
.

解
を
疑
は
ざ
る̂

得
な
ベ
な
る
で
あ
ら
う
o

'

 

’ 

. 

X
 

• 

■

.

.

,

:
 

.
.■
■
:
パ 

.

ノ
 

三 

_

 

ノ

，
 

'

 

/

 

;■
■

■
:
 

#*

來
‘

社
會
败
策
，に
關
し
て
種
々
な
る
見
解
が
存
し
、
こ
れ
が
蜂
や
て
は
學
と
し
‘

て
の
社
會
政
策
'

の
發
展
.

を
妨
げ
で
來
た

I
V

つ
の
理
.

'

 

;
 

/
 

■

 
/

 

■■

 

•

 

•-
-

■■
• 

I
 

.

人
、-'
 

.

1
-

 

•

 
-

 
'

 
.

 

>
 
.

 

:
 ...
 

i 

-
.»
*
.
-'.
、

、

•
-

 

.

.
 

.....

.
 

'

一
..

 

.

 

V

出
は
、
社
會
政
策
を
_
装
礎
.づ

け

る

た

，め
，
忙

最

，も

普

通

，に

支

持

さ

れ

て

來

た

#

會

的

正

、
義

士
'
い
.ふ

や

う&'
'

觀
#

の
#

_

で
'
あ
0
_
た

、

と
 

,f
c

は

考

へ
 

'ら
'
れ
る
。

そ
れ
は
初
期
.の
，
社
會
政
策
的
實
徵

—

例
.
へ.
ば
ハ；
英
國
に
そ
の
例H

を
光
うに

-
.
.

—

议
乘
の
人
道
主
義
的
田
心
M :
の 

,
發

展

.
で
も

'あ

-る

/0
.
.そ
し
.，
て

こ̂

や
.う

.

な
觀
念
的:A
r

^

.

■
か
^

.
' 

.

.

.勞
働
者
問
題.は
^

^

^'

題
で
.あ
- ^

と
^

へ
...ら

れ.

此
會
問
題
と
し
てo .
.勞
.
' 

働
者
問
題
は
、
，

i

方
で
は
社#

的
紙
敦
と
しV
0;

靡
傲
著
.
の
■

護
澈
：濟
、
：

：， '

彼

農
"
坐

顧

.
御

い
て
は
、
こ
の
勞
働
者
保
護
政
策
を
通
じ
、て
>
,社
#
'の
調
和
的
發
膨
が
期
待
さ
れ
、

' こ
.れ
が
、や
が
^

問
題
.の
.重
點
t

社
會
組
織

*

社

會

• 

- 

. *

.

. 

ノ' 
-
.
. 

. 

-

: 

■ 

.

. 

■ 

■
■ 

i
-
.
\
. 

ノ..
. 

- 

-

. 

、
 

• 

■ 
-

■

.

.

.

.

.

.

秧
东
の
整
備
に
移
行
せ
し
め
允
と
い
つ
.

て
い̂

。
I

河
田
.

博
士
-

の
見
解
，は
.

、
こ
の
氡
味
に
於
け
る
從
前
の
-«
^

#

序
政
策
‘

と
し
て̂

,
 

,

社
會
政
策
，の.
瑪

解

ゎ

、
延

長

ヤ

あ

り

？

.

唯

次

洼

目

ず

：

<

き
_

_

は

マ

鲁

卦

義

的

立

.

場

が

ぢ

の

、

'

ぞ̂

の

衣

替

べ

セ
.

矿

於̂̂

■

 •

1
.

•

.
 

•

 ■

 -
.

 

.■:. 

■
-
 

-
•

 
I
 

•

 ■

 

.

 

•

 

..........

1

-

.

 

•
.

 

/
 

I
 

-

-

措

，
く

：と

し

て

_
_

社
會
的
‘

班
義
觀
と
，い' 
^

や-
ぅ
な
觀
念
的
立
場
か
.

ら
は
、
實
際
社
1#

政
策
は
犁
に
蒙
面
的
；に
：.の.
み
.
.理
解
.

さ
が
、'
容
易
に
' 

'

■

さ
，.れ
.#

た
に
過
.

ぎ
な
い
の
.

で
あ
.

っ'
て
、
却
っ
て
_

こ
.

れ

.^

た

め

に

、
ン

社

會

政

策

，の

本

質

、

努

働

黏

問

題

め

：
求

質

が

.

深

く

理

解

さ

，
れ
る 

-'
:

こ
：
が

が

妨

げ

；
ら

れ

ズ

來

た

'.
0

.

表
じ
社
會
的
'«

象
の
在
起
，^

れ
に
激
す
る
懈
'

決
と
へ
：

t
r

vf
'

に

一

國
, ^

膠
胁
會
の
_

在
<)
:

:

友
に
由
來
し
ー
て
， 

丨
居
:^
1|
0

摩
に
對
す
岑
ぶ
の
や
ぅ
：な
1

識
办
方
询
：に
蛑
如
で
>

^

^

」

が
も
_

ご
の
.

，や
5;

な
'金

體

生

義

的

理

觫

由

、過
去
，の
.良
由
.

主
義
的
個
人
.

壬
義
的
.
.現
»

と

も

れ
か
，思
#

と
o

前(

に
'
、
本串
に
し
て
m

u

く
捉
'

へ̂
. 

ら
れ
.る
と
.と
^'

く
.

僅

か

，
に
.

歪
め
ら
れ
た
形
、に
於
い
て
の
.み
取
り
擧
け
ら
れ
そ
來
た
9、-

そ
し
て
こ
の
<

め
ら
れ
た
^'

態
?1
'

そ
，、
人
道
主」

,

....•

■
■_

’ 

：
.：

：
：,
.

 

ノ
 

.
.
.
.
.

 

.

 

,
.

..-..

■
;■

■.
,
 
.

.•!
.

 

.

 

*
 
:
 

.

義
で
あ
り
、
，社
會
的
正
義
觀
で
あ
っ
-

た
。
い
び
換
へ
れ
ば
、
そ
れ
は
個
人
主
義
的
現
瞥
に
對
し
て
、
皮
相
に
も
把
握
を
れ
た
全
體
主
義
.：
 

的
意
撤
の
反
欣
で
あ
る
に
婢
ぎ
な
い
。，
し
か
し
問
«

は
本
質
的
に
は
、
個
人
主
義
的
現
實
を
可
能
と
し
て
，居
た
と
こ
ろ
の
i

社
會
.の
：'

.
-
-
I
V
.

 

.

.
,
.
1

•

 -

 

\
 

■

 

.

―

•
■■

:
■ 

-

 
•

 
■

 

■

 
'

 

-
■■■

-. 

す

-/

-.
■■
( ■

1
.,

‘

 

-
.
.
-.
t

.-

.
: 

- 

- 

■

: 

-■ 

, 

■ 
-■ 

■ 

.
- 

.

.

. 

-V

.
根

低

，
に

由

來

し

て

，居

り

、
，
從

っ

て

こ

の

根

®

に

ま

で

迦

っ

て
，
問
題
の
生
起
取
理
解
在
れ
ね
ば
，な
ら
な
か
つ
た
®

で-
,

あ
る
.の
に
ノ
ー 

般
' 

に
は
宋
だ
と
の
や
ぅ
な
理
解
が
光
分
に
行
は
れ
な
か
っ
た
パ̂

か
も
尙
ほ
金
體
社
會
仏
意
鱗
は
、
現
實
の
，1

題
に
對
す
る
認
識
の
こ
、の
:,
' 

や
ぅ
な
不
充
分
さ
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
に
、合
理
的
な
方
肉
に
解
沏
の
途
を
种
し
進
め
ね
ば
止
ま
な
か
っ
た
ヶ
か
く
て
人
道
主
義
や
社
會
い

.

. 

.

.

ミ
;-'
.
ゾ

， 

•.'
■
.
,
 

•
, 

'
.
. 

.

.

.

.

.

. 

- 

:
 

.

. 

-■.
.
.

 

. 

.
h
-
.
- 

- 

■

; 

. :r
 
,
 
,
 
.....
 

-

:
'

的
班̂

§

は
'!
:

'

確
か
.

に
過
法
.

，に
、於
.

い
.

：て
は
、，_
,

.

は̂

自
覺
さ
れ
'̂

る
备
體
社
#

の
意
愁
の̂

■:
. 

從
つ
~

て
害
々
に
と
つ
，

V
®

要
な
こ
と
は
、
過
去
に
於
け̂

勞
働
者
問
題
の
生
起
と
そ
れ
.

の
，
解

決

策

と

を

.

、‘
'

そ
の
時
代
時
代
に
於
け
る
- 

‘國
の
全
體
，社

. #

の
在
り
方
と
の
，關
聯
に
於
い
て
理
解
し
、
此
處
か
ら
-社
會
政
策
の
理
論
を
汲
み
取
つ
て
#

る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
-

り

、
,
?
‘
 ヾ

，の̂

じ
態
度
は
い
今
日
の
苒
々
の
場
合
に
、
殊
に
緊
切
な
問
胺
と
し
て
、̂

々
に
要i

l
l

さ
れ
て̂

る
。

“
 

.

肝
命
政
飧
の
：
Mf

-
検

討,

.

、

.

.

.

.

\
 

,
 

r

A-
,

七

「

八
七
：
；
：

〕



.

.

他
众
政
策
の
：办
檢
H

• 

' 

六

八

(

八
七
四> 

ノ

.'
■ 

凡
そ
.、この
，や
力
な
方
法
論
土
の
党
場
か
ら
觀
凇
は
、-
北
岡
氏
に
依

--
0

'
て
：
代
表
さ
れ
て‘

る
.
と

こ

ろ

，
の

、

.
從
來
が
ら
の
：極
く
ニ
般
的 

'な
社
會
政
策
のa

解
は
、'
未
.：
S

興
：に.そ
れ
が
« .

讲
て
_立
''
0
$

£

へ
ろ
；
の» :
場
耷
充.分
に
理
解
せ
ず
、
單
に
皮
相
：に
も
_
會
政
策
を
理
解
し 

.て
ゐ
る
に
過
ぎ
散
い
と
も
見
^

れ
务
し
、.1!
ら

，に'そ
.れ
.許 

.社

：

■
1 

' 

• 

* 

» 

' 

. 

' 

I 

• 

»
f 

I 

' 

.

.

. 

- 

- 

- 

t
 

.
 

. 

.、
 

ノ
 

S

會
政
策
の
辱
の
理
論
が
、
金
，く
缺
除
b

y

.

'

ゐ
て
，',
尙
ほ
へ
こ
れ
が
顧
み
ら
れ
な
い
と
い
ふ
こ
と
セ
ぁ
る(

註
二T

.

.

そ
し
：

V

■

と
作
等
の
結
艰
：
 

は
"

氏
を
し
ズ
今
日
.

の
勞
働
者
摘
勘
.

を
_

解
せ̂

め̂

い.
.

許
り
で
.

は
後
く
、
.一.
般
.
.に
過
去
に
於̂

て
は
、：個
.

人
垂
證
現
實
め
.

だ
め
.

に
、

V 

ハそ
し
て
い
.

ふ
：ま
.

で
.も
な
く
、'

乙
；れi

-應
*

る.
囚
：は
；れ
'

た
1

|

識
0

.喪
感
忙

、.，兎
釣
、/'
.
蔽
办
隱
隱
さ(

れ
、
.

見
出
き
れ
難
奴
つ
乾
ど
.

こ
ろ
の
.知
體 

,

社
會
的
很
柢
が
、
今
や
戰
爭
を
契
機
.

と
し
て
l

,

m

®

r

_

s

:

^

M

#

ざ
机
.

つ

、

ぁ

る

：
に
：
も

^

ら
咮
、'
.

な

あ

依

，つ
弋
も
尙
ほ
V

,-

氏
を
し
：で 

自
ら
の
立
場
を
反
省
せ
じ
め
_

ゲ
.

に
至
ら
&

ぃ
；に
至
.

，つ
て
は
-

:

こ
れ
：に.
.對
し
.

、て
：佝
人
，.も
；^
«:

ゃ
い
ふ
べ
き
言
葉
も
見
出
[>
'
,得
，な
い
で
あ
ら
.

北
岡
氏
の
著
作̂

杂
.

り
务
く
の
.

，賢
_

を
費
し
過
ぎ
た
觀
も
な
：い
'

で
，
は

教

い

；
が

、
；

■

め
論
評
の
f

t

f

社
會
政
策
に
；對
す
る
卑
見
の」

端 

も
簡
單
に
述
べ
た
の
で
、
、シ
れ
に
#

つ
；.て
-

_

|

に
河
田
、
篆
兩
氏
0

箸
怍
に
.

就
い
：て
、/
輿
ら
に
：簡
單
玟
批
評
を
加
べ
て
置
き
：た
い
o

河
p

r#
士

が

遂

室

の

遺

譽

と

；な
.つ
た
今
囘■
の.
.蒸
書
'に
：於.
.い
：て̂

從
來
‘
の
社

會

政

策/r
.
對
し
：
.て
、
，
V

つ
の
反
备'
の
：
途

：
を

示

さ

^

た

こ

.

.

.

.

 

.
1 

•
-
-
•
•
'

■ 

• 

. 

. '

. 

•
• 

. ' 

. 

.
t 

.

.

. 

' 

- 

. 

• 

. 

•
• 

• 

•
. 

-
 

.

と
は
、
吾

が

國

洛

會

政

氣

論

者

吨

£
:

最
長
考
の.ペ

「

人

と

し

：
て

、
：
先

ダ

何

人

も

^

の
爾
_

な
_學
的
_

度
_
.に
多
大
の'
敬
意
.を
表
さ
ぎ
る
を 

f

い
で
ぁ
ら
ぅ
。

そ
し
て
&

士
(0
:見
^

^

ノ
：金
體
主
義
的
：立
場
，私
ら
す
名

'

謂
，は#

社
#.

權
成
踟
策
：の4
|

%
に
ぁ
岑
こ̂

は
、.'
.■

旣
に 

.:
■

1

，
言

し

た

：と

こ

ろ

.で

.ぁ

.
る
；
が

、
.
社

會

政

策

：の
.
問
題
と
い
，へ
ば-:-
>'1
1

ち
_に
勞
_

諸
條
^

の.問

羅

や

、
ノ
勞
働
者
の
生
裙
の

」

锏

タ
(0
.
具
體
的̂
 

へ
.
問

題

を

想

起

す

.る
二

 

■般

の.
讀

齊

に.
と
ク
て
は
、
c,
.^

や

方

鲁

解

：
は

或

铵

-

見

奇

異

：
に

感

ぜ

、
ら

れ

高

、
が

.も
知
れ
な
い
。U .
;か
し
博
士
め 

.

.ブ
見
解'
に
於
い̂

は

、
，
：
こ

れ

等

：
の

勞

働

者

保

讖

政

策

ば

、
：

成

：
の
，
憨

備

，
の

^

:
め

：
に
、

ぁ
.
の

赛
_

を
認
め
ら
れ
岑
も
の
で
あ

.つ
て
.、
：
そ

れ

，
が
直
，
接

社

會
i

理

由

を

示

す

も

，の
..で

は

.な

い
.じ

、
，'
,
更

ら

に

博

-IT
.は

と

の'
.戰
に.關
し
.て
適
去
.の
：社
會
政
策
を
_顧
み
て
r

次
ぎ
:'
. 

..

ぶ
の
如
く
い
.つ

て

居

ら

れ

：る
:,
<
>
.即

ち

、
.

「

餅

來

：

會

政

策

な

る

ん

；
の
：
は

、
：
：

.

，一.大
‘體
啐
於
ザ
之
を
勞
働
政
策
と
見
る
：こ̂
.

の
寧
ろ
實
狀
r 

;

.

.

.合
致
.す
.る
を
思
は
し
恭
る
0
.
.
;
そ
し
て
此
の
勞
歡
政
策
な
；る
も
：の
.に
就
'い
て
^

を
每
れ
ば
>>
^

*:
-
:廣
_ 

'

'

ぐ

社

會

垒

體

：の
：
立

場

に

於

：て

.、
，.：
其
.の
社
- #

的
卷
體
坐
活
.を
.纏
べ
ん
が
爲
に
、.：̂

鞲

賤

の

數

備

ど

し

：
て
勞

M

策

が

行

吹̂

，
よ

り

も

，
,勞
働
#

と
^

ふ
社
會
部
督
.
0爲

た
>
.
.
,
興
の
.地
位
を
髙
め
>
萁 

,ヵ
ー
政
策
の
^

ず
所
で
.あ
0
.た
|

£

0挺
つ
て
こ
'の
4>
;
;ぅ
.な
事
實
‘に
1|

み
、'
.ま
.た
と
.れ
を
右
.の
7や
ぅ
.に
，
理

解

す

る

，
ヒ

.と

に

依<?
て

、
勞

働.

.

 

4

f

.'
•
 
'

 

f

 

b

 .

 

二
 

r

 

■

 *

 

\ 

*• 

t

.

.

.

.

.

.者
保
_

政

策

に

で

は

な

：：ぐ

ぺ

そ

れ

灸

超

.

へ
た
社
會
1

の
：
憨

備

と
.

い
ふ
點
に
、
社
會
政
策
0

意

義

を

求

め

「

る
、
こ

と

ほ

.
、

：

博

士 
f

合

に

ノは、新しい社

#-
.

政
廉
の
た
名
に
必
要
敦
こ
と
.

で
本
あ
つ̂

:°
.
:

し
が
レ
>

^

や
ぅ
..な
陣
士 
：の

理

解

と

：見

解

ど

.

に
.：
對

し

て

は

、
、
私
...は

直

ち 

'
 

に
资
同
し
發
ね
る
°'

へ

ぺ
-
'

.

:

:

:

:

.へ
へ
パ̂
^
^
^
 ̂

パ.;
V，
-ぐ
'

、
:
.

;

-
.

.

.,,.'、
.■
■

■
-■
■
:

■:

第
1

K

V

#

來の勞働者保護政策を全赠社會のかめには，

單

.

勞
働
者
.

の
、た
め
に
の
.
.

み
行
故̂

'

 

'

/

'る
こ
.と
は
-

参

述

べ
I

ぅ
_

.のI

か

書
-

車
S

面|

敦

理

運
I

f

 

I

I

I

の
本
質
を
一 

.

.，.
パ
.

膪
史
的
に
充
分
理
解
し
：得

な

^

で
；
と•
の
結
果.で4

る
ち
い
は̂

名
も
得
な
いo
'
.第

二

：
に
；
、

.傅
±;

は
社
會
鞲
成
の
：盩

備
'

い
.ひ
換
べ
れ
ば
、 

パ
.
.:'
.
:全

：體

主_

的

立

場.に
：於5
^

5

.

_全
|

^

會
0 '
:
共

^

立
場
に
於̂

て
：
^

ろ
.

重
點
の
置
か
'

る
.

ぺ.
き
.

ど
，と̂

は
.

、
：
こ̂

そ
：の
裡
に
.

地
位
.

せ
し
め
ら
、れ
る
各
人
、
或 

V

■.
.

は
各
社
#.

階
層
.

の
賴
能̂

^

動
を
.

し
て
、.
^

體
社
會
©

存
續
發
展
の
た̂

に
、.
'

よ
，^

望
ぎ
し
.

5

も
め
.

た
ら
し
：め
.

名
：ど
^-

ふ
.

點
.

に
、

.

#

し
；，：

• 

-

 -

 
-
 

-
-
-
-
-

 

•

 
.

 

IV
 -

 
-

 

I

 

•

 

-

 

.

 '

 

■

 
■

 

.

 

0 

.

 

, 

-
»•
•..

,
;

&'
け
れ
极
な
も
.

な
：い
。
麻
ち
、-.
今
日
：の
言
_

を
以
ク
て
'

ず
れ
ば
ブ
各
入
を
.

じ
_

て
.各
^

ぞ
の
興
べ
：ら
作
た
職
分
に
紙
<>

i.
 

.

 

I

 

'
■■■

-
■
-
■■

. 

,

 

.

.

 
'

>.
■

 
'

 

-

 

■

,

' 
:

.

に
#

念

せ

し

め

る

：
こ

.

.と

が

何.よ

り

も..重

要

な.こ.
と
.

」

で
.あ

る
0

:

:

,そ

し'
て
:&

の̂

め
に.
'

&

そ
、

'
li
:

'

會

權

成0

整

備

が

镅

顧

と

き

れ

^

s

e

f>
.

.

I
 
.

 

マ

:'
■
 

■
 
,
 

y 

,
 

——

T

 

V 

.
.

.

ノ

;■
.
-
-
;
. 

-

 

I'
 
-

 

--.
 

-

 

.
.
.

.

へ
‘

.:
'

.

.

、
:

:'
':
.

'

;
«1
|

:

分
政
辦
の

(

将
檢£
|

-:
:

'
.

 

^
 

■ 

C

A.七
：.五

 

V

 

ノ 

(



.砘
脅
政
策
の
抨
檢
討

七
Q

(

八
七
六)

—

ン

/
 

C
T

て
、
陴
士
の
見
澥
は
本
末
繃
頭
と
ま
で
は
行
か
な
い
‘に
し
て
义
"

狴
か
重
點
の
置
き
所
を
誤
- 0

て
ゐ
る
。
し
.か
も
博
士
を
し
.で
こ
'
の
，
 

,

、

や
う
な
風
解
に
'立
ち
至
ら
し
& (

た
派
以
は
、-

右
に
第
一
に
私
の
、指
摘
し
た
批
判
點
に
V

據
，る
'於
、
ま
太
同
哈
に
博
士
が
餘
h

に
も
'
>
11
:
. 

. 

' 

會
政
策
を
以
つ
て
脱
謂「

社
# '
,

」

政
策
な
办
と
考
-

る
、と
こ
ろ
^

從
來
か
•ら
の
社
會
政
策
に
附
き
ま
.と
+

1

'つ
め
傅
統
’的
な
配
慮
に
、

r

( 

.

.

.

.

.

. 

. 

- 

. 

. 

i 

. 

.
.
.

 

- 

.
 

-
» 

>
 

<
 

-
- 

.

.

. 

.、 

. 

t
l 

* 

.

.

.

.

. 
-.'
'.

I.
-
 

一
.
-
:
,
. 

' 

• 

. 

:■•
 

a 

i
. 

<
>•
• 

J 

.

. 

• 

, 

.

f

パ
，
 

囚
は
れ
過
ぎ
て
ゐ
る
結
果
で
あ
る
、
と
評
す
'

る
こ
と
が
，出
來
る
で
-

あ
ら
う
0

況
ん
や
社
會
政
策
を「

|1
±

會」

政
策
と
し
て
考
へ
よ
う
と
し
、

--

、

,

そ
れ
を
社
'#

糨
成
政
策
と
じ
て
意
義
づ
け
る
こ
と
は
ハ
旣
に
•

私
が
先
き
に
も

1

言
し
た
や
う
に
、
從
來
の

]li
t

-
#,

秩
序
政
策
の
.

考
慮
に
胚
. 

:
,
、
：
 

•

，
胎
す
る
も
o'

で
あ
-

り
、
し
か
，も
こ
れ
が
$

「

社
會」

政
策
(0

名
に
囚
ゆ
，れ
て
、
.

社
會
政
策
の
本
質
釔
充
分
理
解
し
得
な
咖
つ
た
.

と
，と
の
. 

:'
/

‘ 

.

.

!

つ

の

現

ゆ

れ

，で

あ

る

に

於

い

.

て
お
や
。：
從
つ
て
問
題
は
單
に
こ
れ
だ
け
.

に
ゆ
也
ま
ら
な
い
0

卽

ち

、、
酿

會

政

策

を

と

：

.

の
.
や

う

に

解

す 

,

,

:

.

る
ヒ
と
は
"

社
會
政
策
的
實
踐
が
そ
の
初
期
以
双
㈣

題
の
.

中
心̂

置
^

て
'

來
た
#

匕
'

ろ
'

の
V

べ
勞
働
者
_

題
ぶ
對
^ .

に
ら
て
來
た̂

, 

'

填

9

麥
的
理
解
祀
菡
づ
ぐ
、
そ
れ
の
理
論
0

認
亂
を
缺
く
>

い
：ふ
.

赭
果̂

^

ギ
印
:̂
'

當

然

セ

が

っ

，
て

>

か
ぐ
'^

は̂

ら
.

に
.ゲ
日
の
弟 

,

-

働
背
問
題
の
解
決
の
た
め
に
も
、
’

こ

の
歡
の
社̂

政
策̂

の/
役
立
.

ち
：得
る
範
圍
‘

は
：、_
*

富
^

制
限
也
ら
れ
る
.

こ
と
1

な
^

-:
,

ダ 

•

か
く
'て
河
田
陴
士
の
眞
摯
'な
學
的
饊
度
に
於
い
'

て
、
例
へ
ば
、
博
士
が
今
少
し
く
ナ
チ
ス
の
社
會
政
策
，で€

考

慮

し

；
て

見

.

ら
，
れ

.
だ

な

■ 

, 

• 

- 

- 

■ 

■ 

, 

- 

• 

•■ 

/
 

V
. 

I 

.

.

.

.

. 

-

' 

.

ら
ば
と
思
ふ
の
は
*

恐
ら
く
私

t

人
の
場
合
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ら
う
と̂

へ
ら
れ
る
。
し
か
1>
'

諫
に
：拦
き
搏
士
.

に
對
し
て
は
、.
こ
.

れ
：：
 

,

ノ 

,

も
詮
な
く
、
吾
々
の
任
務
"

は
此
處
に
殘
さ
れ
た
博
士
の
業
蹟
を
擴
芄
七
、
補
；馬
し
て
行
く
こ
と
、や
な
け
れ
•

な
か̂

い
？

'

:

'

:

V

 

,

,

,

最
後
に
森
敎
授
の
，著
作
忆
關
し
'

て
1

#,

し

七

置

か

，
う

。

敎

授

'

の
著
作
は
主
と
し
て
吾
が
國
現
.

下
：の
戰
時
社
會
政
策
の
，§

的
な
諸
方」 

、
，
-

, 

策
を
、
一
般

I

の
讀
者
に
理
觚
啶
し
め
よ
、う
と
し̂

書
、
か

れ

た

も

の

：
で

あ

っ

て

、

今
日
の

’

社
#

政
策
のi

龜
を
癍
じ
て
\

社
會
政
策
の̂

~

 

格
を
充
分
に
，檢
§

れ
•よ
う
と
す
る
目
的
^'
'

果
さ
れ
て
ゐ
-

るのではない從

.

つ
.

て
私
亦
此
處
に
こ
れ
を
取
.

り-
擧
げ
'

る
ど
上
.

は
、

' 

些
.か

.. 

’ 

S

當
S

が
な
い
で
も
な
い
。’
し
t

敎
授
I

作
の
讀
に
於
け
る
至
極
簡
単
^

叙
述
に
對
じ
て
，
多
ぐ
の
間
題
を
提
起
す
き
、

.

. 

. 

.

.

.

.

.

. 

- 

. 

: 

. 

— 

- 

' 

: 

. 

• 

. 

' 

: 

. 

. 

: 

• 

• 

• 

. 

. 

V- 

. 

- 

. 

,
1 

.. 

.

.

.

.

.

. 

- 

- 

• 

. 

-
'
-
'
'
I
f
.

. .
1、 

'
 

-
•

•

.

.

.

 

i.
 

r; 

.

 

..

.

 

.

.

.

 

-
.
»
/

 

•

 
•

 .

 
.
.

 

•

 
■

 •

 
■

 
-

 
■

••
•

■•?
•
 
.

 

-

 

.

.

.

.

 

.

 

...
 

I*
.
 

... 

.
t,
, 

.
•
'
•
.

と
は
、
ご
れ
を
差
，し
按
6

る
と
し
て
、
偷
ほ
此
處
：に
次
.

ぎ
、の
一
つ
:(
0

俏
竭
だ
け
を
指
摘
し
て
置
き
た
い
*0

.

、

,

.
淼
敎
授
は
、
旣
に
周
知
の
'
.ゃ
う
‘に
、
社
#,

政
策
を
以
つ
て
分
配
政
策
，で
あ
々
と
せ
'ら
队
て
來
た
8

-5
0

し
か
も
今
日
，
氏
は
社
會
. 

―

政
策
M

生
路
政
策
と
し
て
の
意
義
を
ょ
り
强
く
；1
め
ら
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
つ
_て
^
.る
こ
と
1

、'
直
歡
に
|
|办
.ら
，れ
^
0
;
.從つ
"
て
氏
.に 

於
い
て
先
づ
間
隞
な
の
巧
社
會

'政
策
の
分
配
政
策
か
ち生

！
；

政
策
へ
の
柩
移
で
あ
る
。
こ
'れ
に
對
し
'で
、」

：氏̂

分
_

政
策
と
し
-て
'の

i 

* rr)
 

■
 

■ 

» 

1
1
- 

• 

I 

. 

* 

• 

- 

. 

- 

•
.
-
.
，

• 

'
 

.

祀
會
政
策
が
"

木
來
、
枳
M

的
に
は
决
產
政
策
に
.

輝
定
せ
.

ら
れ
で
ゐ
.

た
と
い
城
れ
、
あ
た
反
對
吃
ご
慨
令
社
會
政
策
&

洪

產

政

策

’と

解

,

. 

.

.

.

.
«
. 

.

.

.

. 

{
. 

»
• 

.

..': 

.

.

.

. 

I • 
. 

• 

• 

- 

• 

. 

. 

- 

,
f

’.，

.

..、
 

'

、
す

る

に

，
し
，
て
も
、

分

配

政

策

的

要

素

を

拔

き

，
に

し

て

、

。
れ

を

主

張

す

.
る
ど
1

は
避
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
.沿
ど
'い
.ふ
0
.
:勸
务
く
こ
れ
.は
'何
：
 

人
も
不：

记
し
得
な
^

S

と
と
ろ
で
あ
る
。

.し

か

し

問

題

は

こ

れ

だ

げ

で

終

，り

^

ゐ
る
わ
ボ
は
な
べ
し
て
，

■

起
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
凡
そ
次
ぎ
の
、如
く
、
^

^

 

.る
。

卽

，ち

、
何

故

：

に

過

聋

に
^

い
ー
て
_

»

禽
薇
歡
は
.

分

规

政

漱

で

：あ

'

る
.

わ
解
さ
れ
0
 

ま
た
.今
日
何
故
に
そ
れ
が
生
淹
政
策
で
あ
る
と
解
さ

れ
，ね
ば
蝴
ら
な
い
の
か
。
社
會
政
策
の
：

u

の
意
義
の
變
化
は
如
何
に
說
.

明
'

せ
ら
れ
：
 

る'
の

か

。

更

ら

，
に

い

-

へ
W

、
過
去
に̂

い
て
：、
社
會
政
策
が
，生
_

政
，策
と
し
て
寧
ろ
理
解
せ
ら
る
べ
き
で
あ
つ
.

た
時
把
.

が

、
，
果

し

で

#

 

|

し
な
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
I

を
更
ら
に
柚
象
的
に)

へ
栻
、
次
ぎ
の
如
く
ビ
缸
る
？
W

ち
.

、
，®

i

に
今
：H
#

#

政
策
の
意
義
，
 

の
變
化
を
認
め
ら
れ
.

る
が
、
そ
れ
は
い
ふ
t

で
も
な
く
*
 

I

國
經
濟
の
變
化
に
對
嫕
し
て̂

あ
，る
ル
然
ら
ば
過
去
に
於
い
て
は
、；.
-
何
れ
、 

.•

の
國
の
經
濟
も
常
に
戀
化
發
展
し
て
來
た
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
經
濟
の
歡
'

展
過
程
に
-

於

い

て

：
、

社

#

政
策
は
常
に
分
配
政
策
で
し
か
有
：
 

-

な

か

つ

た

，
の
で
あ
、
ら

う

が

。

一

般
的W

い
つ
て
.

、一

國
經
濟
の
發
輯&

そ
の
的
に
於
，け
"

る
.

社

會

政

策

：
の
：
發

展

を

規

定

^

、
^;

れ
^

 

方
向
を
與
へ
マ

來
た
の
で
は
反
か
ら
う

か
o'

搌
し
<

^

ら
ば
、:'

'
:
.
'そ

- *

双
如̂

ま
し
セ̂

_

^

:

':
*

た̂

*;
-

1

ば
|

^

»

の
*

義
が 

時
代
と
兆
i

化

し

て

來

た

と

趕

へ

ら

れ

は

し

な

い

だ

，ら

う

か

。

こ
，
れ

が

問

_

で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
問
題
こ
そ
社
會
政
策
に
と
つ
て 

‘

最
.

札
重
要
な
ル
の
で
あ
つ
だ
に
為
ら
责
-

,

從
來
の
社
身
政
策
馨
ぬ
參
の
*

6

餘

於

咚

て

：
、
ふ

.

今
の
：
亂

晚

が

最

も

^

.
.

■

ス

.
 

■
■ 

:
■
: 

. 

-
.
-
■■
-
 

V
*.
-
.
.
' 

-
-
-
- 

•

■:
.
.
: 

:
 

■ 

.
 

------ 

r
 

'
ニ
-
: 

- ■

』
-

;

社
曾
政
策
.

の
！

t

檢

射‘ 

’ 

'

 

-

:

:

 

. 

,

/

七

1
(

八
七
七

〕



' 

社
#
政
策 
9

砰
檢
M

,
 

, 

■ 

\

 

, 

, 

七1
1
‘

 

■

，

(

八
七
八〕

.

.

.

 

と
い
つ
て
い
、
.°

旣
に
述
べ
た
や
う
に
、、
社
#

政
策
を
何
等
か
の
社
會
的
理
念
貶
莪
礎
づ
け
ょ
う
と
す
る
試
み
が
、
こ

題

の

存

在
.

v 

• r
 

: 
.
 

m
 

■1
.
 

.

-

-

を
さ
へ
無
龈
4

て
來
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
ノ
今
日
、
社
會
政
策̂

生
_

政
策
的
意
義
の
蜇
耍
を
自
覺
さ
れ
，る
に
至
つ
；た
森
敎
«

の
.

1 

場
合
に
，も
，
振
し
て
こ
の
問
題
の
重
要
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
と
れ
が
私
の
問
は
う
と
す
る
點
で
あ
る(

註
ー1
じ
。

..

,

か
く
て
、
今
：

H
、

社
！E

政
策
沪
反
翁
さ
れ
、
W

檢
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
す
れ
，ば
*
そ
れ
ぼ
秘
が
右
に
指
摘
し
た
問
題
に
關
し
て 

•

/

•:
:

•

で
あ
W

て
、
こ

'

^

な
.

く
しV

ば
l
.
>
.社
#

政
策
は
吾
.

々
(7
3

:

:

令
日
0

陬
題̂

贫

分

；
に
：解

我

し

：得

ず

、
寥

ー

そ

 ̂

' 

:'
_

;

'

、
ぃ
|

ぶ
I

出

來

な

ぃ
¥

'

.

'

盥

共

榮

圈

の
+

_

立

と'
い
：
.

ふ

遑

し

：い
_

標

，に

對1;
.

^
、
.

こ
，
の
#

^

'

, 

.

.

.
• 

J
-
-
> 

«
) 

.

. 

.

.

.

. 

>. 

•. 

•- 

‘ 

. 

. 

. 

- 

/ 

'• . 

- 

. 

- 

--- 

- ' 

■ 

•

:.
':

(

!r
l

:

i
v

tf
t

の
こ
の
や'
う
：な
批
評
に
も
枸
ぢ
ず
，

 

氏
は
做
々「

我
國
社
會
政
策
'の
特
質
し 

へ
；
ン.

卜

ゾ：

邊

史

的.

にi

豐

れ
'
'
吾
が
國
經
き
の
特
質
と
：の

關

聯

良

"
い
；ヤ
''
:

31
:

霖

社
# .

政

綠

め

獲

を̂

摘
'
し
ょ
5
と

し

て

厨

方

れ

る
.:
0

.

.

.
 

.

' 

.
の
試
み© ;

內
：に.

は
、'
1

へ
歎
攏
か
に&

に
檄
び
す
ダ
考
察
4 -

含
ま
れ.

て'
ゐ
る
の
史
ぢ
る
が
>.

ホ
宰
に
し
で
ぞ
れ
ば

'

戌
^

, 

-
.

.

., 

-

.

'

 

- 

- 

- 

- 

. 

.

■

-

-

-
 

I 

■ 

■ 

•
-■
 

V
 

.

'

 

-

-

丄べ>:
シ

圓

■ 

I 

L 

. 

' 

. 

■
'

V 

.

:

,

:
'
;

ボ
於
い
て
，は

'
朱
だ
充
汾
評
價
さ
れ
：て
ゐ

^

い
し
、パ
況
ん
や
此
撳
杧
學
と
し
：て
め
社
窗
政
策
の
中
心
問
題
が
：あ
る
と
は
氣
ケ
か
办
て

-

 ̂

 ̂

 ̂

f

 

V
:
.
.
' 

ン

.V ;
'
:
'
. 

パ

. ,
'

.
■■
:

'

'

: ■
ン

.
'
C

註
.三)

：

此
處
に
序
に

-
_者

.の
參
考
の
た
め
に

：

1
1

一r
b.

て
餒
き
た

..い
，
Uの

ば

V
. 

t河
.的
'
,
&氏
.の
.見

解
に
關
し

.て
^.

右
る

°.
'氏

が
|社
會
政
策
を
以
つ 

:

:

.て
隹
旌
政
策

'で
あ
る
と

.主
張
せ
、
^ ;

れ

_る
こ

.と
は
ノ
學
と
；し

'て
の

^
會
政
策
を

_說
.：い

、
^ ;
/

從
來
か
ら

' ®
ー
 

般
：の
社

#
政
策
論
者
に
較
べ
て
、
德
だ 

-

■

■優
れ
た
餓
を
含
ん
で
ゐ

.^
0
.
.''
^

し
て
私
も
社
會
政
策
の

..理
論
の
，
.た
.め

：.に
、
氏
の
見
解

1
1多

大
の
：興
味
を
聲

.'へ，て
來
た
：

1

■人
で
あ

.る
が
*
尙
ほ
次

.

-
 

- 

■ 

■ 

■ 

. 

-
.

•■
;
.
. 

. 

. 

'
-
.
.
::
■/
-■ 

.
-
- .

、 

;

'
パ
.
-
-
■
'
-
-;■
-
■
.
. 

■-
.

■.
'、
；
■ 

-'
.
. 

. 

* 

■.

、

一.
.
::
:
.
: 

■

•■

ぎ
の
.や
う
なi

p

に
於
い
.

て
、
、

氏

の

.

見
解
に
'

一
致
わ
®
い
と
考
.

，へ.：で
ゐ
る
0

へ¥

も
、
：氏
味
問
题
を
資
來
主
義
經
濟
、
'
或

ば

■

■.
'

..聯
に

.於
い
て
捉

_へ
.ら

れ
よ
う
ど
し
て
ゐ
る

^

^

は
昏
本

.生
義
經
濟
、

-
或
.は

ま

-た
總

_

本
-の

；親
實
を
：可
能
に
し
て

'み
る
と

■ころの、
全體經濟ゝ

I 

.
• 

、
 

• 

t 

. 

-

-

-
I
- 

« 

■

■;
.
 

i 

- 

•
. 

. 

-

-
 

...

.

.

.
と
し
て
の

.國
民
經
濟

-
-

疣
は
ま
た

.こ

.の
^

葉
も
利
用
ぜ

.ら
れ
る

'や
う
办
あ
る
，が

'
-
^
'め

氣
柢

.に
於

.い
て
、
'

陬
題
を
敬
.へ
 

い
と
考

.

,

へ

る
,9

更
ぢ..
に..
氏
は
ま
た
社
會
政
策
の
睦
臾
的
な
發
展
に
就

.

い
：ズ
優
机
た
考
瘵
を
加
べ
：ら
れ

.

ょ
ぅ
と.

し
で
ゐ.

る
が.

、
こ
の.

場
合
に
間
題
な
の
は
.：
 

全
歡
經
濟
の
瘸
造
で
お
む
、

：

こ
の̂

^

の
内
に
於
计
る

.

努

の

質

量
j

f

む
ろ
：
“

そ
れ
の
幽
在
的
敢
に
：潜
布
的
可
能
形
態
が
問
題
で

K

る

が.  

.——

が
、
社
會
政
策

.

の
展
開
に
對
し
：

.
て
，
最
も
重
要
な
關
聯
を
持
つ
：て
ゐ
る
わ
考
へ
：ら
れ

.
る
；。V

か
も
氏
が.

社
會
政
策
を
：

1
'

義
的
に
生
產
政
策
，
 

で
あ
る
と
规
定
せ
ら
れ
る
瘍
合
：に

.

は
，
こ
：の
：や
ぅ
な
考
察
が
缺
：忖
で
は
：ゐ
：な
い
だ
ら
ぅ
か

0

-,
れ
を
缺
い
て
梂

ち
|

政
1

讓

政

策

で|

と
考
へ
ら
れ
、

|

舍

れ

が

益

：々
_

な

問

題

と

贫̂̂

:
い
。
：
尙
ほ
、

.

私
は
社
會
政
策
の
1

^

的
な
發
展
を
考
朦
じ
す
見
れ
ば

: '

两
の
や
ぅ
に
：こ
れ
を
钜
產
嘗
で
あ
る
匕
許
り
解
す
る
こ
と
が
、
'
果
し 

'
て
资
當
、で

.

あ
る
：か>

ぅ
か
に
就
：い

'
'で-.
.

疑
吼
を
持.

つ
七
，
ゐ

％
_

じ
：か'-
1,

ご.

の
點.

に
關
：
4.

て
は"

餽
{ -

私
は
最
近
別
，の
機
會

.

に
偶
々
こ
：の
疑
問
を

. 

y 

-
- 

* 

'

I

-/
-

.
 

 ̂

J 

- 

- 

• 

I 

■ 

r 

• 

’ 

■ 

' 

• 

. 

- 

- 

■ 

' 

.

表
叨
し
で
厲
い
た

.

の.
'で
、
：
此
處
で
は
こ
：れ
を
省
略
す
る
，

——

社
會
政
策
時
報, :

第
一1

六
四
號.

：〈

本
年
九
月
號

>

.

k

 

I
七
頁
參
照i

:.凡
そ

玖
上
め
亂
點
に
於
い

^

^
私
ば
两
の
所
說

-に
范
金
や
支
持
を
^

へ
胁
ね
て
ゐ
る
が
ハ
就
會
政
策
の
扭
檢
討
に
對
し
て
ハ
爾
耍
な
機
鞔
鉍
提
供
さ

，
，..
.-
 

.

.

.

.

.
ン

.

.'
 
.

-

 

'

れ
た
氏
の
努
カ
は
: '

何
人
の
法
目
に
龙
價
ひ
す

.

る.

で
ぁ
ら..5 :

'

。
，

(

終
、り)

，
：_ 

; 

.
 

K

番

政.

»

の
#

榜

时

七

(

八
七
九

)


